
l

、
昭
和
八
年
前
後
の
川
端
作
品

川
端
康
成
の
少
女
小
説

|
「
少
女
倶
楽
部」
掲
載
作
品
の
索
材
を
中
心
に

1

川
端
は、

最
初
の
児
童
向
け
小
説
「
薔
薇
の
幽
盤
」
（
昭
和
2
.

10
「
少

女
世
界」）

を
昭
和
二
年
に
発
表
し、
そ
の
後
「
少
年
倶
楽
部」
（
昭
和
4.
3)

に
少
年
向
け
の
小
説
「
級
長
の
探
偵」

を
執
箪
し
た
が、

少
女
向
け
小
説
が

本
格
的
に
密
か
れ
始
め
る
の
は、
「
少
女
倶
楽
部」
（
昭
和
7
.

12)

に
発
表

し
た
「
愛
犬
エ
リ」
か
ら
で
あ
る。
そ
の
後「
開
校
記
念
日
」
（
昭
和
8.
2)
、
「
夏

の
宿
題」
（
昭
和
8.
7)
、
「
学
校
の
花」
（
昭
和
8.
9
1
昭
和
8.
12)、
「
器

蔽
の
家」
（
昭
和
9.
2)
、
「
駒
烏
温
泉
」
（
昭
和
10.
2)
、
「
弟
の
愛
犬
」
（
昭

和
10
.

12)
、
「
屎
に
の
せ
て
」
（
昭
和
11
.

6)
、
「
コ
ス
モ
ス
の
友
」
（
昭
和

U.
10)

と
「
少
女
倶
楽
部」

に
世
き
続
け
た
。

そ
の
後
の
「
乙
女
の
港」
（
昭

和
12
.

6
ー
昭
和
13
.

3)

か
ら
は
雑
誌
「
少
女
の
友」

に
移
っ
て
い
く
事

に
な
っ
た。

「
少
女
倶
楽
部
」

に
続
け
て
作
品
を
寄
せ
た
昭
和
八
年
前
後
の
川
端
は、

一

方
で
は、

大
人
向
け
の
作
品
と
し
て
「
飲
獣」
（
昭
和
8
.

7
「
改
造
」）

を
発
表
し
て
い
る。

川
端
は
「
文
芸
時
評

六

龍
胆
寺
雄
氏
の
「
風
l

」
（
昭

和
7
.

2
「
新
潮
」）

で、

龍
胆
寺
雄
の
「
新
感
党
派
以
後
の
あ
ら
ゆ
る
文

学
運
動
は、

肝
体
さ
れ
た
小
説
の
破
片
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
っ
の
新
し
い
理
論

と
作
品
と
の
展
開
行
動
」

で
あ
っ
た
が、
「
そ
ろ
そ
ろ
こ
れ
ら
の
も
の
の
統

l

が
企
て
ら
れ
て
も
い
い
」

と
い
う
「
新
典
芸
術
派
の
消
息」
（
昭
和
6
.

12
.

22
1
公
「
読
売
新
冊

朝
刊」）

に
触
れ
て
い
る。

ま
た
「
新
惑
党
派

も、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
も、

近
代
派
も、

新
心
理
派
も、

そ
れ
ら
の
悉
く

が、

旧
い
「
ロ
マ
ン
」

が
滅
び
て
新
し
い
「
ロ
マ
ン」

が
朕
る
ま
で
の
過
渡

期
の、

研
究
室
や
実
験
室
の
試
験
管
的
な
ま
た
は
顕
微
鏡
的
な
仕
事」

で
あ

っ
た、

と
「
新
卯
芸
術
派
の
消
息」

の
趣
旨
を
や
や
詳
し
く
述
ぺ
た
阻
胆
寺

の
「
ロ
マ
ン
論」
（
昭
和
7
.

1
「
近
代
生
活」）

を
川
端
が
要
約
し
た。

そ

し
て、

川
端
も
そ
れ
ら
の
文
学
迎
動
を
龍
胆
寺
と
同
じ
よ
う
に
見、
「
今
日

の
文
培
の
病
所
を
突」

い
た
論
で
あ
る
と
し
て
い
る。

こ
こ
か
ら、

横
光
ら

と
典
し
た
文
学
述
動
の
「
新
惑
党
派」

も、

川
端
が
近
づ
い
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム

文
学
や、

横
光
の
「
機
械」

に
衝
繋
を
受
け
て
取
り
入
れ
た
新
心
理
主
義
文

t1
 
学
も
「
過
渡
期
j

の
運
動
で
あ
り、

決
定
的
な
も
の
に
な
る
事
が
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
返
し
て
い
る
川
端
が
見
出
せ
よ
う。

中

嶋

展

子
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ま
た、
「
三
月
文
坦
の
一
印
象」
（
昭
和
8
.

4

「
新
潮
J
)

で
も、
「
今
日

．
の
舞
踊
も
文
学
も、
一
般
世
間
に
対
し
て、

殆
ん
ど
無
力
な
現
れ
方
を
し
て

ゐ
る」
「
近
頃
は
純
文
学
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
が」
「
大
衆
文
学
の
た
め

に
滅
ぽ
さ
れ
る
や
う
な
純
文
学
な
ら
ば、

そ
の
寿
命
を
一
日
二
日
延
ば
さ
う

と
す
る
よ
り
も、

む
し
ろ
私
は
そ
の
死
を
早
め
る
方
に
力
を
涼
へ
た
い
く
ら

ゐ
の
気
持
で
あ
る」
と
純
文
学
の
無
力
を
語
っ
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
純
文

学
の
危
機
的
状
況
は、

昭
和
八
年
二
月
二
十
日
の
小
林
多
喜
二
の
虐
殺
に
よ

・

る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
衰
退
に
よ
り、

大
衆
文
学
と
対
峙
せ
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
純
文
学
の
現
状
と
も
諏
な
っ
て
い
よ
う。
こ
の
状
況
が
文
芸
復
興

へ
と
つ
な
が
り、

昭
和
八
年
十
月
に
純
文
学
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
の
雑
誌

「
文
学
界」
が
創
刊
さ
れ
る。

川
端
も
そ
の
同
人
と
な
っ
て
活
動
し
た。

文
学
の
無
力
さ
に
心
を
砕
い
て
い
た
川
端
で
あ
っ
た
が、

こ
の
時
期
の
作

品
の
中
に
も
そ
の
暗
さ
は
た
だ
よ
っ
て
い
る。

た
と
え
ば、

昭
和
七
年
九
月

か
ら
「
東
京
朝
日
新
聞

夕
刊」
に
辿
戟
さ
れ
た
「
化
粧
と
口
笛」
で、

四

人
の
男
女
の
関
係
に
も
つ
れ
が
生
じ、

掛
け
違
う
事
で
ど
う
に
も
な
ら
な
く

な
る
恋
愛
校
様
を
術
い
て
い
る。

そ
し
て
「
秘
獣」
で
も
虚
無
的
な
「
彼」

を
掛
き、

昭
和
九
年
か
ら
雑
誌
に
分
載
さ
れ
た
「
虹」
（
昭
和
9
.

3

「
中

央
公
論」、

昭
和
9
.

4
「
文
芸
」、

昭
和
9
.

6

「
文
芸
春
秋」、

昭
和

10
.
10
「
中
央
公
論」、

昭
和
11
.
4
「
モ
ダ
ン
日
本」）

で
は、

そ
の
ヒ
ロ

イ
ン
「
銀
子」
の
死
を
宙
い
た。
「
虹
j

に
密
か
れ
る
踊
り
子
の
「
銀
子」
は、

関
東
大
綾
災
後
の
瓦
媒
の
中
で
強
く
生
き
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
小
説
「
空

に
動
く
灯」
（
大
正
13
.
5
「
我
観
J
)

の
「
お
花」

や、
「
浅
草
紅
団
J

(
昭

二
、

川
端
の
少
女
小
説
を
中
心
と
し
た
素
材
に
つ

い
て

和
4.
12
i
昭
和
5
.

2

「
東
京
朝
日
新
聞

夕
刊」、

昭
和
5
.

9
「
新
湖」、

昭
和
5
.

9
「
改
造」）

で
の
浅
草
の
中
を
変
幻
自
在
に
駆
け
同
る
「
弓
子」

な
ど、

自
分
の
生
き
方
を
信
じ
て
進
ん
で
い
く
主
人
公
と
は
異
な
り、

生
き

る
こ
と
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
で、

眠
り
に
つ
い
た
あ
る
日
に
息
を
ひ
き

と
っ
て
し
ま
う
事
に
な
る。
こ
の
頃
の
川
端
の
作
品
内
容
に
は、

ど
う
に
も

な
ら
な
い
現
実
を
眺
め
諦
念
の
中
に
い
る
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
琴。

こ
の
よ
う
に
昭
和
八
年
前
後
の
川
端
は
虚
無
的
な
色
調
を
菊
び
た
も
の
を

発
表
し
て
い
た
が、

同
時
期
の
児
窟
向
け
の
作
品
に
は
明
る
さ
も
表
現
さ
れ

て
い
る。
こ
こ
で
は
ま
ず、

川
端
の
大
人
向
け
と
子
供
向
け
の
作
品
の
あ
り

よ
う
を
見
て
い
く
前
に、

川
端
が
児
童
向
け
の
作
品
を
世
く
時
に
取
り
入
れ

た
作
品
資
料
に
目
を
向
け
た
い。

川
端
が
「
少
女
倶
楽
部」
に
紺
き
始
め
た
最
初
の
小
説
「
愛
犬
エ
リ」
（
昭

和
7.
12)
は、
尋
常
三
年
の
「
綾
子」
と
担
任
の
「
遠
藤
先
生」
の
交
流
を、「
エ

リ」
と
名
付
け
た
犬
を
通
し
て
描
い
た
作
品
で
あ
る。
「
愛
犬
エ
リ」
は、
「
少

女
倶
楽
部」

昭
和
五
年
十
月
号
の
中
根
栄
「
盲
埒
犬
哀
話」
を
下
敷
き
に
し

た
作
品
で
あ
る
と、

羽
烏
徹
哉
氏
が
「
川
端
康
成
陪
説」
（
「
日
本
児
窟
文

学
大
系
23」

昭
和
52
.
11

ほ
る
ぶ
出
版一
で
指
摘
し
て
い
る。

続
く
「
開
校
記
念
日」
（
昭
和
8.
2)
は、
六
年
生
の
「
ま
さ
子」
と
「
ま
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さ
子」
の
親
友
の
活
発
な
「
夏
子」、「
親
し
み
に
く
い
寂
し
さ」
の
あ
る
「
ょ

し
子」
が
中
心
の
小
説
で
あ
る。
街
き
出
し
は
「
日
毎
に
通
ふ
学
校
の」
と

い
う
歌
で、
開
校
記
念
日
に
六
年
生
だ
け
で
歌
う
唱
歌
「
開
校
記
念
日」
の

線
習
を
し
て
い
る
所
か
ら
始
ま
る。
二
番
の一
行
目
ま
で
歌
っ
た
所
で「「
恥

常
小
学
唱
歌」
教
科
紺
の
六
学
年
用
を、
教
は
っ
た
皆
さ
ん
な
ら
ば、
御
存

．
じ
で
せ
う。
そ
の
本
の
第
十
課、
「
開
校
記
念
日」
と
い
ふ
唱
歌
で
す」
と

紹
介
さ
れ
る。
こ
こ
で
の
六
学
年
用
の
唱
歌
の
教
科
杏
は、
「
経
常
小
学
唱

歌

第
六
学
年
用
j

（
第一
期

国
定
唱
歌
教
科
術）
〈
大
正
3.
6
1
昭
和

ii-r-

7.
11

文
部
省）
で
あ
る。
「
恥
常
小
学
唱
歌』
で
「
開
校
記
念
日」
が

選
ば
れ
た
の
は
こ
の
時
期
の
も
の
だ
け
で、
六
学
年
用
は
十
九
課
か
ら
成
り、

・
十
課
に
「
開
校
記
念
日」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。
「
開
校
記
念
日」
は、
各

章
ご
と
に
唱
歌「
開
校
記
念
日」
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ、「
ま
さ
子」
に
「
夏

子」、
「
よ
し
子」
の
三
人
の
友
梢
が
描
か
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る。

「
夏
の
宿
題」
（
昭
和
8.
7)
は、
女
学
生
の
姉
「
郁
子」
が
教
わ
っ
た

事
の
あ
る
「
森
本
先
生」
に
妹
の
「
幸
子」
も
習
っ
て
お
り、
夏
休
み
中
に

姉
妹
で
先
生
に
哲
い
た
手
紙
で
構
成
さ
れ
た
小
説
で
あ
る。

「
こ
の
「
姉
の
手
紙」
で
は、
「
郁
子」
の
視
点
か
ら
妹
「
幸
子」
と
の

会
話
が
糊
か
れ
て
い
る。
姉
が
妹
に、
．
度
教
わ
っ
た
ら一
生
の
先
生
に
な

る
例
と
し
て、
卒
業
の
少
し
前
に
六
年
の
修
身
の
授
業
で
習
っ
た
伊
能
忠
敬

の
事
を
教
え
る。
「
郁
子」
は、
「
伊
能
忠
敬
つ
て
仰
い
地
理
の
学
者
は、
自

分
よ
り
十
九
も
年
下
の
人
の
お
弟
子
に
な
っ
て」
「

I
そ
し
て
ね、
年
下

の
先
生
の
方
が
十
五
年
も
さ
き
に
死
ん
だ
ん
だ
け
れ
ど、
忠
敬
は
学
者
に
な

れ
た
の
は
そ
の
先
生
の
お
か
げ
だ
と、
一
生
忘
れ
な
い
で、
自
分
が
死
ぬ
時

に
ね、
先
生
の
お
側
に
葬
つ
て
ほ
し
い
つ
て
迫
言
し
た
の。
今
で
も
浅
草
の

お
寺
に、
先
生
と
忠
敬
の
お
硲
が
並
ん
で
建
つ
て
ゐ
る
の
よ」
と
話
す。
「
辟

常
小
学
修
身
困

巻
六』
（
第
三
期

国
定
修
身
教
科
柑）
（
大
正
12
1
昭
和

t
"

 

13

文
部
省）
の
全
二
十
七
課
中
「
第
二
十
二
課

勤
勉」
に、
忠
敬
は
「
自

分
よ
り
十
九
も
年
下
の
至
時
の
弟
子
に
な
っ
て」
と
あ
り、
ま
た
「
第
二
十

三
課

師
弟
j

に「
忠
敬
は
七
十
四
歳
で
な
く
な
り
ま
し
た
が、
死
ぬ
時
に「
自

分
に
こ
れ
だ
け
の
事
が
出
来
た
の
は
全
く
高
橋
先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
か
ら、

自
分
が
死
ん
だ
後
は
先
生
の
側
に
葬
つ
て
も
ら
ひ
た
い。」
と
家
族
の
者
に

い
ひ
の
こ
し
ま
し
た。
今
で
も
浅
草
の
源
空
寺
に
は、
こ
の
師
弟
の
慕
が
並

ん
で
立
つ
て
ゐ
ま
す」
と
い
う
箇
所
が
見
ら
れ
る。

絞
く
「
二」
の
「
姉
の
手
紙」
で
は、
「
鎌
倉
の
海
岸
は、
ま
る
で
銀
座

通
り
が
引
越
し
て
来
た
や
う
に、
流
行
の
海
水
苅
の
展
究
会
み
た
い
に
賑
や

か
で、
西
洋
人
も
多
く

ー
「
七
里
が
濱
の
い
そ
側
ひ」
そ
れ
か
ら
「
由
比

の
濱
邊
を
右
に
見
て
j

な
ど
と、
六
年
の
読
本
や
唱
歌
で
習
ひ、
国
史
で
も

教
は
っ
た
の
が、
こ
こ
か
し
ら
と、
郁
子
は
不
思
競
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

わ」
と
鎌
愈
に
つ
い
て
「
郁
子」
か
ら
先
生
に
杏
き
送
っ
て
い
る。
こ
こ
で

の
「
七
里
が
濱
の
い
そ
仙
ひ」
「
由
比
の
液
邊
を
右
に
見
て」
と
い
う
歌
詞
は、

『
母
常
小
学
唱
歌

第
六
学
年
用」
（
第一
期

国
定
唱
歌
教
科
術）
（
大
正

3.
6
ー
昭
和
7.
11

文
部
省）
の
十
四
課
「
鎌
倉」
で
歌
詞
の
末
に
「（
葬

常
小
学
説
本
巻
十
二
所
戟）」
と
あ
る。
川
端
の
「
夏
の
宿
俎」
で
は、
「
六

年
の
読
本
や
唱
歌
で
習
ひ」
と
柑
か
れ
て
お
り、
川
端
は
唱
歌
に
目
を
通
し
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た
後
に
「
尋
甜
小
学
国
語
読
本

巻
十
二」
（
第
三
期

国
定
国
語
教
科
世）

札
k

（
大
正
12
1
昭
和
13

文
部
省）
孟
第
七
課

鎌
倉
J

を
参
考
に
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か。
国
語
読
本
に
は
「
鎌
倉し
が
唱
歌
に
所
載
さ
れ
て
い
る
と
い

う
記
述
は
な
く、
「
夏
の
宿
題」
に
引
か
れ
た
歌
詞
の
漢
字
の
表
記
は
国
語

読
本
の
も
の
に
な
っ
て
い
る。

「
学
校
の
花」
（
昭
和
8.
9
1
昭
和
8.
12)
は、
昭
和
八
年
九
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
四
回
巡
載
の
小
説
で、
一
度
に
二
章
分
が
掲
載
さ
れ
た．
ス

ト
ー
リ
ー
は
入
り
組
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る。
女
学
校一
年
の「
千
花
子」

．
は
三
年
の
「
梢
水
さ
ん」
か
ら、
学
校
を
辞
め
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
打
ち
明
け
ら
れ
る。
「
消
水
さ
ん」
は、
自
分
が
貰
い
子
だ
と
い
う
事

を
知
り、
義
理
の
弟
を
中
学
に
進
学
さ
せ
る
為
に
女
学
校
を
辞
め
百
貨
店
の

食
堂
で
働
く
よ
う
に
な
る。
「
梢
水
さ
ん」
か
ら
学
校
を
辞
め
る
か
も
し
れ

な
い
と
冊
い
た
「
千
花
子」
は、
夏
休
み
中、
海
辺
の
町
の
臨
海
学
校
に
行
く。

そ
こ
で
小
学
生
の
「
行
雄」
と
出
会
う。
「
行
雄」
は、
町
廻
り
を
す
る
役

者
の一
座
に
い
る
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
少
女
「
小
夜
子」
を
助
け
た
い
と
恩

．
つ
て
い
る
と
「
千
花
子」
に
言
う。
「
千
花
子」
も
「
小
夜
子」
と
話
す
よ

う
に
な
り、
東
京
で
再
会
す
る

約束
の
し
る
し
に
い
つ
も
周
に
戟
せ
て
い
る

「
小
夜
子」
の
鳩
を
誤
り
う
け
る。
「
行
雄」
と
「
千
花
子」
は
東
京
に
戻
り

鳩
を
育
て
て
い
る
が、
あ
る
日
鳩
が
い
な
く
な
る。
そ
れ
は
「
小
夜
子」
の

一
座
が
東
京
に
来
て
お
り、
「
小
夜
子」
が
「
行
雄」
の
家
ま
で
来
た
時
鳩

が
つ
い
て
来
た
か
ら
で
あ
っ
た。
鳩
を
返
し
に
き
た
「
小
夜
子」
を
見
つ
け

た
「
行
雄」
は、
「
小
夜
子」
を
引
き
止
め
る
為
に
「
干
花
子」
を
助
け
に

呼
ぶ
と
「
消
水
さ
ん」
も
つ
い
て
く
る。
そ
こ
で、
「
梢
水
さ
ん」
が
持
っ

て
い
た
姉
妹
の
写
其
を
み
た
「
小
夜
子」
は、
「
消
水
さ
ん」
が
姉
だ
と
気

づ
き
二
人
は
再
会
す
る。
そ
の
楊
で
「
千
花
子」
は、
「
小
夜
子」
が一
座

か
ら
抜
け
た
ら
家
に
来
て
ほ
し
い
と
願
う、
内
容
で
あ
る。

「
学
校
の
花
j

(
昭
和
8.
10)
「
三」
で
は、
臨
海
学
校
で
の
「
武
田
先
生」

が
小
学
生
の
「
行
雄」
ら
に、
人
間
の
暗
に
依
色
が
写
る
の
は
「
眼
球
が
レ

ン
ズ
と
同
じ
ゃ
う
な
拗
き
を
す
る」
か
ら
で
「
理
科
の
第一＿
十
九
課
レ
ン
ズ

で、
そ
の
こ
と
は
詳
し
く
教
へ
る」
と
話
し
て
い
る。
続
け
て、
「

ー—
そ

の
前
に一
っ
五
年
の
復
習
だ。
潮
の
滴
干
が
ど
う
し
て
起
る
か、
知
っ
て
る

人
？」
と
も
あ
る。

こ
こ
で
の
理
科
に
つ
い
て
の
会
話
は、
「
が
常
小
学
理
科
紺

榜
五
学
年

柁
t

児
窟
用」（
第
三
期

国
定
理
科
教
科
歯）（
大
正
12
ー
昭
和
4

文
部
省）「
第

三
十
三

海」、
「
房
指
小
学
理
科
宙

第
六
学
年
児
童
用
J

(
第
三
期

国

定
理
科
教
科
書）（
大
正
13
i
昭
和
5

文
部
省）「
第
二
十
九

レ
ン
ズ」「
第

四
十
四

な
う・
せ
き
ず
ゐ・
神
頚．
感
党
器」、
「
恥
常
小
学
理
科
宙

第

五
学
年
児
流
用」
（
第
四
期

国
定
理
科
教
科
世）
（
昭
和
5
年
i
昭
和
17

文
部
省）
「
第一――
十
三

海」、「
辱
常
小
学
理
科
祉

策
六
学
年
児
童
用」
（
第

四
期

国
定
理
科
教
科
柑）
（
昭
和
6
i
昭
和
17

文
部
省）
「
第
二
十
九

レ
ン
ズ」
「
第
四
十
四

な
う・
せ
き
ず
ゐ・
神
類・
感
党
器」
が
該
当
す
る。

理
科
の
国
定
教
科
店
児
派
用
第
三
期•
第
四
期
と
同ー
内
容
の
為、
特
定
す

る
事
は
で
き
な
い
が、
「
学
校
の
花」
が
宙
か
れ
た
時
に
使
わ
れ
て
い
た
教

科書
の
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
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ま
た
上
記
の
理
科
の
会
話
の
後、
毎
日、
海
で
泳
い
で
い
る
「
行
雄」
達

の
様
子
は
「
や
は
り
六
年
の
読
本
に
あ
る
や
う
に、
／
吹
く
潮
風
に
黒
み
た

る
／
は
だ
は
赤
銅
さ
な
が
ら
に
／
の
「
我
は
海
の
子」
に
皆
が
な
っ
て
し
ま

つ
て
ゐ
て」
と
書
か
れ
て
い
る。
こ
れ
は、「
辱
常
小
学
国
語
読
本

巻
十一
」

（
第
三
期

国
定
国
語
教
科
掛）
（
大
正
12
i
昭
和
13

文
部
省）
「
第
十
九

課

我
は
海
の
子」
に
見
出
せ
る。

こ
の
「
学
校
の
花」
執
筆
後
に、
最
初
の
少
女
向
け
小
説
「
器
薇
の
幽
雹」

を
掛
き
換
え
た
「
器
薇
の
家」
を
執
箪
し、
し
ば
ら
く
少
女
小
説
か
ら
離
れ

た。
川
端
は
「「
学
校
の
花
j

の
出
来
た
頃、
私
の
掛
り
の
「
少
女
倶
楽
部」

記
者
蔽
本一二
三
氏
は
出
征
中、
藤
本
氏
に
次
い
で
私
掛
り
の
斉
藤
喬
孝
氏
は

病
没
し
た」
（
改
造
社
版
「
川
端
康
成
選
集』
第
五
巻
「
あ
と
が
き」
昭
和

13.
10)
と
語
っ
て
お
り、
「
学
校
の
花」
ま
で
世
き
き
っ
た
頃、
担
当
者

の
不
在
に
あ
っ
た
事
を
知
る
出
が
で
き
る。
し
ば
ら
く
少
女
小
説
か
ら
離
れ

た
の
は、
担
当
者
の
不
在
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る。

こ
こ
ま
で
「
開
校
記
念
日」
「
夏
の
宿
題」
「
学
校
の
花」
が
参
照
し
た
と

思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
資
科
を
中
心
に
見
て
き
た。
昭
和
八
年
の
「
少
女
倶

楽
部」
掲
載
作
品
に
は
教
科
街
を
も
と
に
し
た
記
述
が
数
多
く
確
認
さ
れ
た。

こ
の
よ
う
な、
昭
和
八
年
の
「
少
女

倶来
部」
掲
載
作
品
で
の
教
科
柑
の
引

用
は、
川
端
の
少
年
向
け
小
説
で
あ
る
「
級
長
の
探
偵」
（
昭
和
4.
3
「
少

年
倶
楽
部」）
で
理
科
の
教
科
を
と
り
入
れ
た
事
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る。
「
級
長
の
探
偵」
の
理
科
の
教
科
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
の

通
り
で
あ
る。

「
級
長
の
探
偵」
は、
級
長
の
「
文
雄」
と、
典
繁
期
の
手
伝
い
の
時、

稲
で
目
を
擦
っ
て
盲
目
と
な
っ
た
「
消
こ
の
犯
人
さ
が
し
の
物
語
で
あ
る。

「
級
長
の
探
偵」
は
四
章
か
ら
成
る
が、
全
章
に
わ
た
り
六
年
生
の
理
科
の

授
粟
風
繋
が
描
か
れ
て
い
る。
そ
こ
で
の
授
粟
内
容
も
学
期
分
け
を
し
て
お

り、
実
験
の
手
順
も
耶
細
か
に
述
ぺ
ら
れ
て
い
る。
小
学
生
向
け
の
教
科
掛

に
は
学
期
を
示
す
記
述
は
無
く、
実
験
内
容
も
簡
素
化
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る。
こ
こ
か
ら、
「
級
長
の
探
偵」
で
参
考
に
さ
れ
た
の
は、
学
期
分
け
と

実
験
の
内
容
の
詳
細
な
記
述
の
あ
る
「
船
常
小
学
理
科
術

第
六
学
年
教
師

用」
（
大
正
8
1
大
正
12

文
部
省）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
ち
な
み
に、

こ
の
教
師
用
の
理
科
世
は、
「
級
長
の
探
偵」
が
宙
か
れ
た
時
期
に
使
わ
れ

て
い
た
『
尋
常
小
学
理
科
僭

第
六
学
年
児
窟
用
J

(
第
三
期

国
定
理
科

教
科
世）
（
大
正
13
i
昭
和
5

文
部
省）
よ
り一
っ
前
の
も
の
が
あ
た
っ

て
い
る。

本
文
に
は、
「
第一
学
期

第
十
五
課
一＿
枚
貝
（一
時
間）」
「
第
二
学
期

第
四
十
三
諜

第
五
課

酸・
硝
酸
（
二
時
間）」
「
第
二
学
期凸

レ
ン
ズ
（一
時
IuJ)」
「
第
三
学
期

第
四
十
九
課

砲
燈（一
時
間）」
第
四

海
躁
（一
時
間）」
「
第一
学
期

第一一
平＇―-
課

塩
酸・
硫

光
の
屈
折
（一
時
間）」

「
第
二
学
期

十
八
課

砲
流（一
時
間）」「
第
三
学
期

が
引
か
れ
て
い
る。

た
と
え
ば、「
級
長
の
探
偵」
の「
三」
で
は、「
文
雄」
は
光
を
失
っ
た「
消
こ

に
学
校
で
教
わ
っ
た
「
光」
に
つ
い
て
話
せ
な
い
で
い
た。
す
る
と
「
消
こ

は
そ
の
授
業
の
事
を
知
っ
て
お
り、「
文
雄
J

に
学
校
で
の
実
験
の
話
を
す
る。

第
四
十
四
課
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「
消
こ
の
「
光
」

の
実
験
の
説
明
は、
「

ーー第一
に、
棒
を
斜
め
に
水
に

・
入
れ
る
と、
棒
は
水
ぎ
は
で
折
れ
た
や
う
に
見
え
る。
こ
れ
も
光
が
屈
折
す

る
証
拠
だ。
第
二
に、
洗
面
器
を
日
向
に
出
し
て、
器
の
ふ
ち
の
影
が
底
に

落
ち
る
と
こ
ろ
へ、
し
る
し
を
つ

けと
い
て、
そ
れ
か
ら
静
か
に
水を
入
れ

る
と、
影
は
器
の
ふ
ち
に
近
い
方へ
動
い
て
来
る。
こ
れ
は
光
が
空
気
か
ら

水
に
入
る
時、
水
而
に
遠
ざ
か
る
や
う
に
屈
折
す
る
証
拠
だ。
第
三
に、
茶

碗
の
底
へ
銅
貨
を
入
れ
て

ー」
と
話
す。

「
屈
常
小
学
理
科
掛．
第
六
学
年
教
師
用」
（
大正
8
1
大
正
12

文
部

省）
「
第
四
十
三
課

光
の
屈
折
」

の
「
教
授
事
項」
「一
。
光
が
空
気
よ
り

水
に
入
る
と
き
の
屈
折
」

「
実
験
H」
では、
「
光
の
方
向
が
水
面
に
対
し
て

斜
な
る
と
き
は、
光
は
水
而
に
於
て
其
の
方
向
を
変
じ、
下
の
方
に
折
れ
て

水
中
に
直
進
す
る
を
見
る。
こ
れ
に
よ
り、
光
が
空
気
よ
り
斜
に
水
に
入
る

と
き
に
は
元
の
進
路
よ
り
も
水
而
に
遠
ざ
か
る
様
に
折
れ
て
直
進
す
る
を
知

る」
と
あ
り、

水相
に
棒
を
斜
め
に
入
れ
た
図
が
付
さ
れ
て
い
る。
綬
く「
二。

．
光が
水
よ
り
空
気
に
出づ
る
と
き
の

屈折」
「
実
験
口
」

に
は、
「
茶
碗
に
銅

貨
を
入
れ
て
机上
に
囮
き、
銹
貸
の
見
ゆ
る
所
よ
り
退
き
て
丁
度
茶
碗
の
縁

．

に
遮
られ
て
銅
貨
の
見
え
ざ
る
所
に
止
り、
然
る
後こ
の
茶
碗
に
水
を
注
ぎ

入る、
に
鉗
貨
は
再ぴ
見ゆ
J

と
あ
る。
こ
の
茶
碗
を
使
っ
た
実
験
は、
教

・

師用
で
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
（r
昂
常
小
学
理
科
柑

第六
学
年
児
童

用」
（
第
二
期

国
定
理

科教
科
柑）
（
大
正
8
i
大正
12

文
部
省）・
（
第

・
三
期

国
定
理
科
教
科
世）
（
大
正
13
i
昭
和
5

文
部
省）
に
は
載せ
ら

れ
て
い
な
い）。
し
か
し
こ
こ
で
「
文
雄」
が
言
う
「
光
の

反射」
「
平
面
の

鋭
」

「
光
の
屈
折」
次
の
週
の
「
レ
ン
ズ」
と
い、
？谷
課
の
名
称
は、

「恥
常

小
学
理
科
書

第
六
学
年
児
窟
用」
（
第
三
期

国
定
理
科
教
科
柑）
（
大
正

13
i
昭
和
5

文
部
省）
の
「
第
二
十
六

光
の
は
ん
し
や」
「
第
二
十
七

平
而
の
鋭」
「
第
二
十
八

光
の
く
つ
せ
つ」
「
第
二
十
九

レ
ン
ズ」
が

採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る。

「
四」
で
は
「
消
こ
に
よ
っ
て
「
四
角
な
録
の
箔
の
其
中
を、
細
く
糸

の
や
う
に
切
つ
て
ね、
砲
池
に
結ん
だ
銅線
を、
そ
の
錫
の
箔
の
両
端
に
つ

け
る
と、
そ
こ
に
砲
流
が
通
つ
て、
箔
の
細
い
と
こ
ろ
は
赤
く
火
に
な
っ
て、

溶
け
て
し
ま
ふ
ん
だ。
そ
れ
か
ら
ま
た、
鉛
節
の
や
う
に
端
の
尖
っ
た
二
本

の
炭
素
棒
に、
裸
の
鉗
線
を
巷
い
て、
乾
砲
池
に
つ
な
い
で
か
ら、
炭
素
棒

の
尖
を
軽
く
触
れ
合
すと、
火
に
な
っ
て
赤
く
光
る
ん
だ。
こ
ん
な
風
に
砲

流
が
熱
を
発
し、
光
を
出
す
作
用
を
利
用
し
て、
砲
燈
を
考へ
出
し
た。
ー

ー
ね
え、
さ
う
ぢ
や
な
い
？
」

と
「
砲
燈」
の
実
験
が
詳
細
に
語
ら
れ
る。

こ
の
実

験内
容は、
「
粋
常
小
学
理
科宙

第六
学
年
教
師
用」
（
大
正
8

ー
大
正
12

文
部
省）
「
第
四
十
九
諜

電
燈」
の
「
教
授
半
項」
「一
。
砲

流
の
発
熟
作
用」
「
実
験
日」
に
見ら
れ
る。
「
長
方
形
の
錫
の

迎片
を
図
の

如
く
切
り
て
中
央
を
糸
の
如
く
細
く
な
し、
こ
れ
を
瓜
き
紙
の
上
に
骰
き、

乾
電
池に
繁
ぎ
た
る
二
本
の

鉗線
を
こ
の
錫
の
薄
片
の
両地
に
触れ
し
む
る

と
き
は、
鉗
の
細
き
部
は
熟
せ
られ
て
熔
くる
を
見
る。
又一
端
を
尖ら
し

た
る
二
箇
の
炭
素
棒
に
鉗
線
を
巻
附
け、
こ
れ
を
乾
冠
池
に
繁
ぎ、
こ
れ
等

の
炭
索
棒
の
両
端
を
軽
く
触れ
しむ
ると
きは、
そ
の
接
触
部
は
熱せ
ら
れ

て
光
を
放
つ。
こ
の
実
験
に
て
見る
如
く、
屯流
は金
属
或
は
炭
素
の
細
き
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部
を
通
ず
る
と
き
其
の
部
に
熱
を
発
せ
し
む
る
も
の
な
り」

と
い
う
部
分
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
級
長
の
探
偵」

で
は、

主
に
「
粒
常
小
学
理
科
柑

第
六
学
年
教
師
用
J

(
大
正
8
1
大
正
12

文
部
省）

を
用
い
「
母
幣
小
学

理
科
班

第
六
学
年
児
童
用」
（
第
三
期

国
定
理
科
教
科
街）
（
大
正
13
1

昭
和
5

文
部
省）

を
参
考
に
し
て
理
科
の
授
業
の
様
子
が
聾
か
れ
て
い
る

．

と――
日
え
よ
う。

「
級
長
の
探
偵」
（
昭
和
4
.

3
「
少
年
倶
楽
部」）

が
発
表
さ
れ
た
年
の

十
二
月
か
ら、
『
浅
草
紅
団
j

（
昭
和
4
.

12
1
昭
和
5
.

2
「
東
京
朝
日
新

聞

夕
刊
」、

昭
和
5
.

9
「
新
潮
」、

昭
和
5
.

9
「
改
造」）

を
川
端
は

巡
戟
し
て
い
る
。

浅
草
の
事
が
魯
か
れ
た
新
冊
や
本
の
記
事
を
ノ
ー
ト
に

す
る
と
い
う
「
浅
草
紅
団」

で
の、

川
端
の
創
作
方
法
が、
「
級
長
の
探
偵」

に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

川
踏
は
「
文
芸
時
評

二

文
学

と
専
門
知
識」
（
昭
和
7.
11.
29
「
読
売
新
冊

朝
刊」）

で、
専
門
杏
の
「
な

か
に
散
ら
ば
っ
た
無
数
の
例
話
の、

痛
烈
な
爽
実
に
思
ひ
く
ら
べ
る
と、
（
中

略）

作
家
が
見
聞
し
ま
た
は
空
想
す
る
材
料
が、

話
の
種
と
し
て、

弱
く
貧

し
い
こ
と
は、

は
じ
め
か
ら
分
つ
て
ゐ
る
」

と
し、

専
門
柑
の
方
が
「
其
相

を
深
く
鋭
く
と
ら
へ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
こ
と
が
多
い
」

と
語
っ
て
い
る。

専
門
魯
や
専
門
知
識
を
煎
ん
じ
る
姿
勢
は、

川
端
の
創
作
に
対
す
る
取
材
の

方
法
に
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

三、
「
学
校
の
花」

の

テ
ー
マ

と
川
端
作
品
に
お
け
る
母
恋
い

こ
こ
ま
で、
「
少
女
倶
楽
部」

掲
戟
作
品
の
素
材
を
見
て
き
た
。

次
に
内

容
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。
「
学
校
の
花」

の
中
の
「
千
花
子
」

宛

て
の
手
紙
で
は、
「
尋
術
四
年
の
読
方」

で
習
っ
た
川
柳
を
通
じ
て、
「
消
水

さ
ん
」

が
貰
わ
れ
て
き
た
子
だ
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
る。

手
紙
に
は、

先

生
が
「
『
乳
咄
む
を
叱
り
な
が
ら
も
歯
を
数
へ
j

と
い
ふ
川
柳
を
例
に
引
い
て
」

「
母
心
の
あ
り
が
た
さ
を
お
話
し
に
な
っ
て
か
ら、
「
お
母
さ
ん
に
口
答
し
な

い
者
は
手
を
あ
げ
て
ご
ら
ん。」
」

と
言
う
と、

た
っ
た
三
人
が
手
を
挙
げ
た

だ
け
だ
っ
た。

後
で
そ
の
三
人
で
話
を
し
て、
皆
お
母
さ
ん
が
な
く
「
維
母」

だ
と
わ
か
り
涙
し
た
。

そ
し
て、
「
わ
が
ま
ま
な
口
答
も
ゆ
る
さ
れ
て
こ
そ、

ほ
ん
た
う
の
親
な
の
よ
」

と
手
紙
に
告
白
し
て
い
る
。

こ
れ
が
十
六
歳
の
「
消
水
さ
ん
」
の
思
い
出
の
授
業
だ
と
い
う
こ
と
は、
「
E

守

常
四
年」

の
授
業
で
用
い
ら
れ
た
教
科
杏
と
し
て
「
辱
常
小
学
国
語
読
本

巻
七
ー
八」
（
第
三
期

固
定
国
語
教
科
世）
（
巻
七

大
正
9
1
昭
和
11
.

巻
八

大
正
10
i
昭
和
11

文
部
省）

が
考
え
ら
れ
る。

し
か
し、

こ
の
時

期
の
国
定
教
科
杏
に
は
川
柳
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

教
科
相
の
引
用
が
目
立

つ
昭
和
八
年
の
少
女
向
け
作
品
の
中
で、

こ
こ
だ
け
教
科
掛
に
と
ら
れ
て
い

な
い
川
柳
を
川
端
が
用
い
て
お
り、

そ
こ
に
こ
の
歌
へ
の
川
端
の
特
別
な
思

い
入
れ
を
見
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
川
柳
に
は、

録

親
の
無
償
の
愛
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

- 59 -



引
き
続
き
「
学
校
の
花」

の
内
容
に
目
を
向
け
る
と、
「
女
学
生
の
今
と

な
つ
て
も、

唇
が
ま
だ
お
母
さ
ん
の
お
乳
で
涸
れ
て
い
る
の
か
し
ら
と
恩
は

れ
る
ほ
ど、

う
ひ
う
ひ
し
い
」
「
千
花
子」

に、

両
親
の
な
い
「
消
水
さ
ん
」

は、

悩
み
を
打
ち
明
け
る。

そ
し
て、
「
消
水
さ
ん
」

の
実
の
妹
の
「
小
夜

子」

も、
「
千
花
子」

を
務
う
よ
う
に
む
か
れ
て
い
る
。
「
千
花
子」

の
お
母

さ
ん
の
お
乳
で
酒
れ
て
い
る
よ
う
な
口
も
と
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
も
酋

わ
れ
る。
「
千
花
子
の
こ
ん
な
口
許
を
見
て
ゐ
る
と、

上
級
生
は
無
論
の
こ

と、

同
じ
一

年
生
で
も、

千
花
子
の
お
母
さ
ん
か
お
姉
さ
ん
に
な
り
た
い
や

う
な
気
持
に
さ
れ
て
し
ま
ひ
ま
す」

と
あ
る。

そ
ん
な
「
千
花
子」

が
女
学

校
で、
「
妹
が
出
来
さ
う
な
の
」

と
「
小
夜
子」

の
こ
と
を
皆
に
話
し、
「
小

夜
子」

が
一

座
か
ら
出
た
ら
「
家
へ
来
て
も
ら
ふ
わ
」

と
言
っ
て
い
る
。

皆

か
ら
乳
飲
み
子
の
よ
う
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
「
千
花
子」

が、

こ
れ
か
ら

は
「
小
夜
子
」

の
「
お
母
さ
ん
か
お
姉
さ
ん
」

に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を

表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る。

「
学
校
の
花」

で
は、
母
心
の
あ
り
が
た
さ
や、
母
親
に
甘
え
る
よ
う
な
「
千

花
子」

の
容
姿
が
書
か
れ、

さ
ら
に
そ
の
「
千
花
子」

が
お
母
さ
ん
か
お
姉

さ
ん
の
役
を
呆
た
し
た
い
と
思
い
始
め
る
事
が
記
さ
れ
る。

し
か
し、

結

局
「
梢
水
さ
ん
」

と
「
小
夜
子」

が
母
親
に
巡
り
合
い
そ
れ
が
成
就
す
る
と

い
う
訳
で
は
な
く、
「
四
」
・
「
五」

と
線
け
て
二
回
出
て
く
る
「
消
水
さ
ん
」

の
手
紙
の
川
柳
を
含
む
エ
ビ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て、

母
心
の
あ
り
が
た
さ
が
独

白
的
に
描
き
込
ま
れ
る
所
に
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

ま
た、

中
根
栄

「
盲
郡
犬
哀
話
」

を
下
敷
き
に
し
た
「
愛
犬
エ
リ
」

の、

川
端
の
創
作
部
分

に
も、

母
親
の
愛
が
柑
か
れ
て
い
る。

主
人
公
「
綾
子
」

に
先
生
は、
「
犬

の
お
母
さ
ん
が、

ど
ん
な
に
子
供
を
大
事
に
す
る
か
つ
て
こ
と
を
見
と
く
と、

赤
坊
の
時
の
綾
子
さ
ん
を、

お
母
さ
ん
が
ど
ん
な
に
而
倒
を
見
て
下
さ
っ
た

か
が、

き
っ
と
よ
く
分
り
ま
す
よ
」

と
l．
曰
っ
て
い
る。

そ
の
他
に
も
夏
休

み
中
に
「
千
花
子
」

が
行
っ
た
臨
海
学
校
で、
「
行
雄」

ら
が
「
武
田
先
生
」

の
事
を
お
父
さ
ん
と
呼
ん
で
お
り、

両
親
を
求
め
る
切
な
さ
も
杏
か
れ
て
い

る。こ
の
よ
う
に、

川
端
の
少
女
向
け
小
説
に
は
母
を
恋
う
と
い
う
テ
ー
マ
が

見
出
さ
れ、
「
学
校
の
花」

で
は
そ
の
テ
ー
マ
が
色
漉
く
表
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う。

す
で
に
記
し
た
よ
う
に
川
踏
が
少
女
向
け
小
説
を
集
中
し
て
執
節
し
て
い

た
昭
和
八
年
に
は、

大
人
向
け
の
小
説
で
は
「
禽
獣」
（
昭
和
8
·

7
「
改

造」）

を
発
表
し
て
い
る
。
「
叙
獣」

や
そ
の
他
の
作
品
か
ら、

母
も
し
く
は

両
親
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
を
挙
げ
て
み
た
い
。

「
母」
（
大
正
15
·

3
「
婦
人
グ
ラ
フ
」）

で
は、
「
胸
の
病
気」

に
か
か
っ

た
「
夫」

が
「
痰
」

と
「
子
供
」

を
近．
つ
か
せ
な
い
で
い
る
と、
「
爽
」

は

病
気
を
貨
お
う
と
し
て
「
夫」

に
必
死
で
口
づ
け
を
し
よ
う
と
す
る。

と
う

と
う
同
じ
病
気
に
か
か
っ
た
「
要」

は、

部
屋
に
入
る
事
が
で
き
な
く
て
泣

い
て
い
る
「
子
供」

の
声
を
開
き
「
夫」

と
話
を
す
る
う
ち
に、

私
は
あ
な

た
と
結
婚
し
た
事
を
幸
福
に
思
っ
て
い
る
か
ら
あ
の
子
に
も
結
婚
さ
せ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
と
辿
言
す
る。

こ
の
棠
紺
小
説
の
柑
き
出
し
部
分
と
末
尾
部

分
に
は、
「
夫
の
日
記」

と
し
て
「
要
」

と
娘
に
宛
て
た
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
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お
り、
「
要」
に
「
よ
き
母
に
な
り
給へ
よ
／
よ
き
母
に
な
り
給
へ
よ
／
わ

れ
わ
が
母
を
知
ら
ざ
れ
ば」
と
し、
娘
に
「
よ
き
母
に
な
り
給
へ
よ
／
よ
き

母
に
な
り
給
へ
よ
／
わ
れ
も
わ
が
母
を
知
ら
ざ
れ
ば」
と
記
さ
れ
て
い
る。

「
胸
の
病
気」
で
母
を
亡
く
し
た
「
夫」
の
母
を
恋
う
恩
い
が、「
夫
の
日
記」

の
歌
に
弛
く
表
れ
て
お
り、
ま
た
結
婚
も
背
定
的
に
語
ら
れ
て
い
る。

「
母
の
誕
生」（
昭
和
3.
10「
現
代」）
で
は、
母
を
知
ら
ず
に
育
っ
た「
梢
こ

が
大
学
を
出
て
結
婚
し
男
の
子
を
授
か
る。
大
学
の
時、
下
宿
の
お
か
み
と

し
て
「
梢
こ
を
見
守
っ
て
い
た
の
が
母
だ
と
知
り、
そ
の
場
を
逃
げ
出
し

た
事
も
あ
っ
た。
し
か
し、
子
の
誕
生
を
母
に
伝
え
よ
う
と
「
消
こ
は
母

を
迎
え
に
行
き、
同
居
し、
長
年
の
隔
た
り
が
消
え
去
る
と
い
う
小
品
を
也

い
て
い
る。
こ
こ
で
も、
要
が
母
と
な
り
生
き
別
れ
た
母
の
事
を
許
し
て
い
る。

絞
く、
随
想
「
彼
女
等
に
就
て」
（
昭
和
4.
9
「
文
学
時
代」）
の
「一-]

母
と
姐
婦」
で
は、
「
二
歳
の
時
母
に
別
れ
て
母
を
知
ら
な
い」
「
彼」
は、

娼
婦
と
寝
る
と
必
ず
母
の
拶
を
み
る
と
い
う
「

私
へ
の
告
白」
か
ら
始
め
ら

れ
る。
そ
し
て
「
私」
に
「
彼」
は、
「
私」
の
古
い
小
説
の
中
の
歌
を
党

え
て
い
る
と
言
う。
そ
の
歌
は、
要
を
迎
え
「
よ
き
母
に」
な
る
事
を
望

む
も
の
で
あ
る。
こ
れ
は
「
栂」
（
大
正
15.
3
「
妍
人
グ
ラ
フ」）
で
宙
か

れ
た
「
夫
の
日
記
J

中
の
「
要」
へ
の
歌
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
が、
「
彼」

は
「
よ
き
班
に
な
り
給へ
よ
／
よ
き
母
に
な
り
給
へ
よ」
ま
で
く
る
と
「
わ

れ
わ
が
母
を
知
ら
ざ
れ
ば」
を
歌
わ
ず、
次
の
よ
う
に
首
う。
「
私
は
母
の

こ
と
を
よ
く
思
っ
て
ゐ
な
い
の
で
す。
だ
か
ら、
女
を
買
ふ
度
に
母
の
渉
を

見
て、
ざ
ま
あ
み
ろ、
と
い
ふ
気
持

ー
何
と
な
く
女
と
い
ふ
も
の
に
対
し

て」
と
掛
か
れ
て
い
る。
母
を
知
ら
な
い
「
彼」
は、
愛
情
を
求
め
る
心
惜

の
裏
返
し
と
し
て
し
か、
女
性
が
母
と
な
る
事
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る。

そ
し
て
「
禽
獣」
（
昭
和
8.
7
「
改
造」）
で
は、
人
間
に
絶
望
し
た

「
四
十
近
い
独
身
者」
の
「
彼」
が
登
場
す
る。
「
彼」
は、
結
婚
し
た
ら
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
問
い
か
け
に
「
そ
れ
も
ね、
薄
情
さ
う
に
見
え
る
女

の
方
が
い
い
ん
だ
か
ら、
だ
め
だ
よ。
こ
い
つ
は
薄
情
だ
な
と
思
ひ
な
が
ら、

知
ら
ん
顔
で
つ
き
あ
っ
て
る
の
が、
結
局一
番
楽
だ
ね」
と
結
婚
を
否
定
的

に
語
る。
ま
た
「
彼」
は、
「
夫
妍
と
な
り、
親
子
兄
弟
と
な
れ
ば、
つ
ま

ら
ん
相
手
で
も、
さ
う
た
や
す
く
絆
は
断
ち
難
く、
あ
き
ら
め
て
共
に
ヤ布
さ

ね
ば
な
ら
な
い。
お
ま
け
に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
我
と
い
ふ
や
つ
を
持
つ
て
ゐ
る」

と
言
う。
「
禽
獣」
で
母
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
は、
末
尾
の
亡
く
な
っ
た「
十

六
の
少
女
の
丹」
が
「
娘
の
死
の
日
の
日
記
の
終
り」
に
杏
い
た
「
生
れ
て

初
め
て
化
粧
し
た
る
顔、
花
嫁
の
如
し」
と
い
う
首
莱
で
あ
る。
「
彼」
が「
甘

い
も
の」
と
し
て
思
い
浮
か
べ
て
お
り、
そ
こ
に
「
母」
に
対
す
る
心
の
揺

れ
は
認
め
ら
れ
る。
が、
人
間
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
り
「
動
物
の
生
命
や
生

態
を
お
も
ち
ゃ
に
し
て、
ー
つ
の
理
想
の
鋳
型
を
目
棉
と
定
め、
人
工
的
に、

瞬
形
的
に
育
て
て
ゐ
る
方
が、
悲
し
い
純
潔
で
あ
り、
神
の
や
う
な
爽
か
さ

が
あ
る
と
思
ふ」
と
考
え
て
い
る。
人
と
の
関
わ
り
を
避
け、
情
を
か
け
る

事
な
く
動
物
の
中
で
生
き
る
と
い
う、
冷
酷
な
心
梢
の
中
に
い
る
主
人
公
が

見
出
せ
よ
う。

こ
の
よ
う
に
川
端
の
文
章
に
は
母
を
恋
う
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
て
い
る
が、

そ
れ
は
時
期
に
よ
っ
て
表
衷
を
な
し
て
表
れ
て
い
る。
「
食
獣」
に
お
い
て、
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四、

川
端
の
少
年
・

少
女
小
説
観

「
彼」
と
十
年
近
く
前、
心
中
を
決
意
し
た
時
の
「
千
花
子」
の
「
合
棠
の
顔」

や
「
十
六
で
死
ん
だ
少
女」
の
母
の
首
葉
に
「
彼」
は
心
が
弛
む
が、
そ
れ

以
外
は
殆
ど
虚
無
的
な
心
境
で
あ
り、
母
を
恋
う
以
前
に
人
と
の
つ
な
が
り

を
断
と
う
と
し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
る。
「
禽
獣」
で
の
人
の
梢
を
欲
す

る
と
い
う
感
情
の
希
湖
さ
と
対
照
的
に、
同
時
期
に
密
か
れ
た
「
学
校
の
花」

で
は
母
を
恋
う
テ
ー
マ
が
表
裏
を
な
す
よ
う
に
色
浜
く
表
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か。

川
端
は、
「
コ
ド
モ
座」
（
昭
和
9.
6
「
文
学
界」）
と
い
う
随
節
に、
「
四

月
二
十
九
日」
に
佃
さ
れ
た
月
々
に
行
わ
れ
て
い
る
子
供
向
け
の
舞
台
「
コ

ド
モ
座
第
九
回一
周
年
記
念
公
演」
に、
初
め
て
行
っ
た
時
の
事
を
牲
い
て

い
る。
今
ま
で
の
上
映
目
録
を
卒
げ
て
「
右
の
目
録
を
見
て
気
づ
く―
つ
の

欠
陥
は、
昔
話
風
ま
た
は
童
話
風
の
も
の
が
主
で、
子
供
の
日
常
の
現
実
生

活
に
触
れ
た
作
品
の
な
い
こ
と
で
あ
る。
こ
れ
は
こ
の
座
に
限
ら
ず、
子
供

文
学一
般
の
欠
陥
で
あ
る。
（
中
略）
こ
の
間
中
央
公
論
社
か
ら、
い
は
ゆ

る
窟
話
に
あ
ら
ざ
る
少
年
小
説
で
な
に
を
推
煎
す
る
か
と
問
は
れ
た
時、
私

は
自
作
の
「
級
長
の
探
偵」
「
開
校
記
念
日」
そ
の
他
と、
敢
て
答
へ
て
お

い
た。
自
作
の
名
を
拙
く
だ
に
顔
を
そ
む
け
る
が
常
の
私
で
あ
る
が、
不
幸

に
し
て、
日
本
の
作
家
の
す
ぐ
れ
た
少
年
小
説
を
知
ら
ぬ
が
ゆ
ゑ
に
で
あ

る」、
「
私
な
ど
が
子
供
の
小
説
を
密
い
て
も、
雑
誌
社
へ
来
る
子
供
の
反
響

は
全
く
鷲
く
ば
か
り
で
あ
る
ら
し
い。
大
人
の
た
め
の
文
学
な
ん
か、
世
<

も
い
や
ら
し
い
と
思
ふ
時
も
あ
り」
と
し
て
い
る。
随
節
「
コ
ド
モ
座」
で

川
端
が
推
奨
し
て
い
る
「
級
長
の
探
偵」
「
開
校
記
念
日」
は、
「
昔
話
風
ま

た
は
童
話
風
の
も
の」
で
は
な
い
「
子
供
の
日
営
の
現
実
生
活
に
触
れ
た
作

品」
と
な
る
よ
う
考
感
し、
そ
れ
が
成
功
し
て
い
る
と
い
う
川
端
の
自
負
の

表
れ
と
見
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
教
科
書
へ
の
取
材
と、
そ
れ
を
作

品
に
盛
り
込
ん
で
現
実
味
を
持
た
せ
た
子
供
達
の
生
活
の
中
で
進
め
ら
れ
る

ス
ト
ー
リ
ー
は、
ま
さ
に
そ
の
実
感
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か。

実
際
に、
「
級
長
の
探
偵」
（
昭
和
4.
3)
が
掲
載
さ
れ
た
「
少
年
倶
楽

部」
と、
「
開
校
記
念
日」
（
昭
和
8.
2)
の
「
少
女

倶楽
部」
に
同
時
に

掲
戟
さ
れ
た
他
の
作
家
の
作
品
を
見
て
み
る
と、
川
端
の
い
う
「
子
供
の
日

常
の
現
実
生
活
に
触
れ
た
作
品」
と
い
う
の
は
見
当
た
ら
な
い。
「
少
年
倶

楽
部」
「
少
女
倶
楽
部」
共
に、
時
代
も
の
や
伝
記
を
読
み
や
す
く
也
い
た

も
の、
冒
険
も
の
や
小
学
生
が
出
て
き
て
も
貧
乏
で
学
校
に
も
行
け
ず
ひ
た

む
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
哀
話
等
が
主
な
も
の
で
あ
る。
こ
の
点
か
ら

見
て
も
川
端
の
教
室
や
夏
休
み
中
を
舞
台
に
し、
授
深
内
容
も
実
際
の
も
の

を
取
り
上
げ
た
作
品
は
珍
し
い
と
言
え
る
の
で
あ
る。

昭
和
八
年
に
お
け
る
川
端
は、
子
供
の
日
常
生
活
を
杏
く
試
み
と
し
て、

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
杏
を
用
い
ん
な
ど、
取
材
を
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た。
ま
た、
そ
の
よ
う
な
子
供
向
け
の
作
品
に
は、
母
を
恋
う

と
い
う
川
端
文
学
の
テ
ー
マ
が
色
浚
く
流
れ
込
ん
で
い
た。
当
時
の
川
端
は
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・・
「
念
獣」
で
の
人
情
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
「
彼」
を
術
く一
方
で、
子
供

向
け
の
作
品
に
は
明
る
い
色
調
の
も
の
や、
切
な
さ
や
甘
さ
を
伴
っ
た
人
恋

し
い
気
持
ち
を
掛
い
て
い
た
の
で
あ
る。

注一

こ
れ
ら
に
関
す
る
作
品
と
し
て
は、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
近．つ
い
た
「
浅

草
紅
団
j

（
昭
和
4.
12
i
昭
和
5.
2
「
東
京
朝
日
新
聞

夕
刊」、
昭
和
5.

9
「
新
潮」、
昭
和
5.
9
「
改
造」）
や、
新
心
理
主
義
の
影
響
を
受
け
た
と
い

わ
れ
る
「
水
品
幻
想」
（
昭
和
6.
l、
7
「
改
造」）
が
挙
げ
ら
れ
る。
た
だ
し、

後
に
JII
端
自
材
は
「
ジ
ョ
イ
ス
な
ど
も、
一
時
瓜
杏
を
買
っ
て
来
て、
原
文
と
比

較
し
て
み
た
り、
ち
ょ
っ
と
其
似
し
て
み
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
が、
結
局
大
し

て
影
唸
は
な
か
っ
た」
（「
作
家
に
聞
く」
昭
和
28.
3
「
文
学
J
)

と
栢
っ
て
い
る。

注
二
「
化
粧
と
口
笛」
「
我
獣」
「
虹」
と
統
く
流
れ
は、
羽
島
撤
哉
氏
「一
九

三
0
年
代
の
川
端
康
成

ー
「
浅
草
紅
団ー
か
ら
寄
酋
国
j

ま
で＇
�」
（
昭
和

42.
8
ー
9
「
国
梧
と
国
文
学」）
で
詳
し
く
述
ぺ
ら
れ
て
い
る。

注
三
「
尋
常
小
学
唱
歌

第
六
学
年
用」
（
第一
期

国
定
唱
歌
教
科
困）
（
大

正
3.
6
1
昭
和
7.
11

文
部
省）
の
大
正
3.
6
は
r
尋
常
小
学
唱
歌

第

六
学
年
用」
の
発
行
年
月
を、
昭
和
7.
11
は
次
の

B糾印

母
常
小
学
唱
歌

第
六
学
年
用」
（
文
部
省）
の
発
行
年
月
を
記
し
た。
「
第一
期

国
定
唱
歌
教
科

む」
は、
「
日
本
教
科
術
大
系

近
代
紺

第
二
十
五
巷

唱
歌」
（
昭
和
40.
9

講
談
社）
の
表
記
に
拠
っ
た。

注
四
「
松
常
小
学
修
身
世

巻
六」
（

第
三
期

国
定
修
身
教
科
也）
（
大
正
12

1
昭
和
13

文
部
省）
の
大
正
12
1
昭
和
13
は、
「
日
本
教
科
む
大
系

近
代
椙

錆
談
社）
「
所
収
教
科
柑
解
俎」
の
使
用

注
五
「
恥
常
小
学
国
語
読
本

巻
十
二」
（
第
三
期

国
定
国
語
教
科
柑）
（
大

正
12
1
昭
和
13

文
部
省）
の
大
正
12
1
昭
和
13
は、
「
日
本
教
科
術
大
系

近

代
編

第
七
巻

国
語
四
J(
昭
和
38.
11

講
談
社）
「
所
収
教
科
店
招
俎」
の「
屈

常
小
学
国
語
瞭
本」（
第一二
期

国
定
国
語
教
科
也）
発
行
年
と、「
小
学
国
語
読
本」

（

第
四
期

国
定
国
語
教
科
古）
の
発
行
年
を
記
し
た。
以
下
の
国
語
読
本
も
「
8

本
教
科
也
大
系

近
代
編

第
七
巻

国
甜
四」
「
所
収
教
科
也
解
題」
の
発
行

年
に
拠
る
こ
と
と
す
る。

注
六

川
端
は
昭
和
十
年
十
二
月
五
日、
林
房
雄
の
誘
い
で
鎌
倉
に
転
居
し、
以

後
終
生
鎌
倉
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た。
詳
し
く
は
JII
踏
香
男
里
氏
福「
年
滸」（「
川

沿
康
成
全
集
第
三
十
五
券
J」
昭
和
58.
2

新
潮
社）
を
参
照。
そ
の
よ
う
な
経

綿
か
ら
も、
川
端
の
鎌
倉
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

注
七
「
恥
常
小
学
理

科柑

第
五
学
年
児
蛮
用
j（
第一二
期

国
定
理
科
教
科
由）

（
大
正
12
1
昭
和
4

文
部
省）
の
大
正
12
＼
昭
和
4
は、
「
日
本
教
科
む
大
系

近
代
編

第
二
十
三
巷

理
科
曰」
（
昭
和
41.
7

講
談
社）
「
所
収
教
科
柑
招

題」
の
使
用
年
度
を
記
し
た。
以
下、
児
窟
用
の
理
科
也
は
こ
の
使
用
年
度
に
拠

っ
て
表
記
す
る。
『
日
本
教
科
杏
大
系

近

代国

第
二
十
四
巻

理
科
四」
（
昭

和
42.
10

講
談
社）
「
所
収
教
科
宙
解
題」
も
参
考
に
し
た。

注
八
「
恥
常
小
学
理
科
柑

第
六
学
年
教
応
用
J(
大
正
8
1
大
正
12

文
部
省）

の
大
正
8
＼
大
正
12
は、
巷
末
の
発
行
年
と、
「
日
本
教
科
害
大
系

近
代
祖

第
三
巻

修
身
巨
（

昭
和
打·
l

開
始
年
度
を
参
考
に
記
し
た。
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研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
VI

国
際
交
流
基
金

日
本
語
教
育
紀
要
（
国
際
交
流
基
金）
四

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
（
図
文
学
研
究
究
科
館）
三一

屈
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
器
国
文
学
会）
ー
0
八‘
1
0
九、
1
1
0

第
二
十
三
巻

理
科
曰」
（
昭
和
41.
7

講
談
社）

盃m
収
教

科掛
解
題」
の
「
界

常
小
学
理
科
曲
（
第
二
期

国
定
理
科
教
科
柑）」
「
経
常
小
学
理
科
柑
（
第
三

期

国
定
理
科
教
科
術）」
の
「
な
お
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
用
掛
が
発
行
さ
れ

て
い
る」
を
参
考
に
使
用
年
度
を
記
し
て
い
る。

注
九
「
級
長
の
探
偵」
「＿二」
で
は、
盲
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
梢
ご
の
こ

と
や
「
光」、
「
レ
ン
ズ」
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り、
川
端
の
祖
父
が
晩
年
盲
目

で
あ
っ
た
こ
と
と
も
こ
の
テ
ー
マ
ヘ
の
関
心
は
瓜
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。「
学

校
の
花」
（
昭
和
8.
9
1
昭
和
8.
12
「
少
女
倶
楽
部」）
で
も、
六
年
の
理
科

杏
「
第
二
十
九
レ
ン
ズ」
を
用
い
人
間
の
底
に
保
色
が
映
る
仕
組
み
に
触
れ
て

お
り、
川
端
の
作
品
資
料
の
選
ぴ
方
か
ら
も
こ
の
百
目
と
い
う
テ
ー
マ
が
皿
要
な

も
の
と
し
て
浮
か
ぴ
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る。
ま
た、
羽
鳥
撤

哉
氏
の
「
川
沿
康
成
と
盲
目
の
人

ー
付．
聞
い
て
わ
か
る
文
章
の
こ
と

ー」

(「
国
語
表
現
論
叢

押
見
虎――――一
教
授
退
官
記
念
論
集」
昭
和
54.
5

明
治
図

術）
で
は、
少
年
少
女
向
け
の
作
品
で
目
の
見
え
な
い
人
の
こ
と
を
害
い
た
も
の

と
し
て
「
級
長
の
探
偵」
「
愛
犬
エ
リ」
を
挙
げ、
「
開
校
記
念
日」
に
も
盲
目
に

関
係
し
た
記
述
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る。

（
な
か
し
ま

の
ぶ
こ

岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科）

゜ 国
文
学
孜
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
九
六、
一
九
七・
一
九
八、
一

し

L

1
1
 

国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会）
一
五
三・
一
五
四・
一
五
五、
一

五
六

國
文
學
研
究
誌

山
邊
通
（
天
理
大
學

既語
國
文

學會
編）
五一

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
（
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト」
の
会〉
四
二、
四
三

国
文
学
文
献
目
録
（
肌
文
出
版）
二
0
0
五
年
度
版

国
文
学
論
考
（
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会）
四
四

國
文
埃
論
叢

糸井
通
浩
教
授
退
戦
記
念
号
（
龍
谷
大
学
國
文
嬰
會）
五―――

国
文
研
究
（
熊
本
県
立
大
学）
五
三

国
文
白
百
合
（
白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会）
三
九

國
文
目
白
（
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
紺）
四
七

国
文
論
操
（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要）
七

国
文
論
叢
（
神
戸
大
学
文
学
部
国
甜
国
文
学
会）
l

-

i

七、
三
八、
三
九、
四

古
代
研
究
（
早
稲
田
古
代
研
究
会）
四一

古
代
文
学
研
究

第
二
次
（
古
代
文
学
研
究
会）
十
七

語
文
（
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会）
九
0、
九一

語
文
（
日
本
大
学
国
文
学
会）
ー
ニ
九、
一
三
0、
-
=＝
l

語
文
研
究
（
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
0
五

駒
澤
因
文
（
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室）
四
五

駒
澤
日
本
文
化
（
駒
澤
大
学
総
合
教
育
研
究
部
日
本
文
化
部
門）
一

- 64 -




